
自然と生き物の色々な話 
～七草がゆの野草とは?～ 

 

皆さん
みな    

こんにちは。今回は、1 月におかゆに入れて
い   

食べる
た   

植物
しょくぶつ

、春
はる

の七草
ななくさ

について話
はなし

をしようと

思います
おも      

。 
春
はる

の七草
ななくさ

は芹(セリ)、薺(ナズナ)、御形(ゴギョウ)、繁縷(ハコベラ)、仏の座(ホトケノザ)、菘(スズナ)、
蘿蔔(スズシロ)の七つです。複雑

ふくざつ

な漢字
か ん じ

と聞き慣れない
き  な    

名前
な ま え

が多く
おお  

、分か
わ  

りづらいかもしれませんが、別
べつ

の呼び方
よ   かた

に変
か

えてみると、薺→ペンペン草、御形→ハハコグサ、繁縷→ハコベ、仏の座→コオニタビラコ、

菘→カブ、蘿蔔→ダイコンとなります。聞いた
き   

ことや、見た
み  

ことのある植物
しょくぶつ

も多い
おお  

のではないでしょう

か。今回
こんかい

はカブとダイコン以外
い が い

の春
はる

の七草
ななくさ

について説明
せつめい

します。 
セリ(芹) 
湿った
しめ    

地面
じ め ん

に生える
は   

植物
しょくぶつ

です。香り
かお  

が強い
つよ  

植物
しょくぶつ

で七草
ななくさ

がゆ以外
い が い

にも天ぷら
てん    

やおひたし等
など

にして食べます
た    

。競り合う
せ  あ  

ようにたくさん生える
は   

ことからその

名前
な ま え

が付いて
つ   

います。仲間
な か ま

の植物
しょくぶつ

はパセリやミツバ等
など

です。 
 
ペンペン草（薺） 
弥生
や よ い

時代
じ だ い

辺り
あた  

に中国
ちゅうごく

からやってきたと言われている
い     

古い
ふる  

外来
がいらい

種
しゅ

です。ナズナ

というよりペンペン草
くさ

と言
い

う別名の方
ほう

がよく知られています。 
ちなみに名前の由来はペンペンとした音

おと

がするからではなく、種
たね

が三味線
しゃみせん

の

ばちに似て
に  

いるからです。 
ハハコグサ(御形) 
田んぼ
た   

のあぜ等
など

の湿った
しめ    

土
つち

に生える
は   

植物
しょくぶつ

です。もう少しで咲きそう
さ    

な黄色い
きいろ   

キクのつぼみに似た
に  

花
はな

をつけます。つぼみのように見えます
み    

が写真
しゃしん

の花
はな

はこ

れで満開
まんかい

です。朝鮮
ちょうせん

半島
はんとう

を通って
とお    

日本
に ほ ん

にやってきたと言われている古い
ふる  

外来
がいらい

種
しゅ

です。 
 

ハコベ(繁縷) 
道端
みちばた

や田んぼ
た   

のあぜ等至る
いた  

所
ところ

に生えて
は   

いる小さな
ち い   

白い
し ろ  

花
はな

の植物
しょくぶつ

です。ハコ

ベは、見た目
み  め

のよく似た
に  

植物
しょくぶつ

が多く
おお  

あり、判別
はんべつ

が難しい
むずか   

植物
しょくぶつ

です。花びら
はな    

が

10枚
まい

あるように見えます
み    

が、深く
ふか  

切れ込んで
き  こ   

いるだけで花びら
はな    

は 5枚
まい

です。 
 
コオニタビラコ(仏の座) 
花はタンポポに似て

に  

いますが、タンポポほど花びら
は な   

は多く
おお  

ありません。 
つるのように見え

み   

る細長い
ほそなが  

茎
くき

を持ちます
も     

。あぜ道
みち

に良く
よ  

生えて
は   

います。 
 
 

七草がゆは、一年間
いちねんかん

の健康
けんこう

を祈って
いの    

、これらとカブとダイコンを刻んで
きざ    

おかゆに入れて
い   

食べます
た    

。春
はる

の

七草
ななくさ

の多く
おお  

は道端
みちばた

に生えて
は   

いますので、道端
みちばた

の草
くさ

をよく観察
かんさつ

してみると簡単
かんたん

に見つかります
み     

。皆さん
みな    

も

春
はる

の七草
ななくさ

探し
さが  

をやってみませんか。            環境省竹野自然保護官事務所 

   
 

 

 

 

 

 


